
世界最大級の 配送 業者が
何万もの現場における
Wi-Fiネットワークの設置
および管理に際して、どのうに
iBwaveを利用したかについて
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イントロダクション
iBwaveの新しいお客様の中に、世界最大級の配送および物流の会社があります。そのお客
様から、世界中に何万とある拠点の多数のWi-Fiネットワークの設置および管理に関する自
社の既存プロセスを、当社のソフトウェアで改善できないかとのお問い合わせをいただきまし
た。

主要課題
まず、お客様が直面している最も大きな課題は、世界中でお客様の管理する拠点の数が非
常に多い点であることが明確でした。規模、種類そして所在地の異なる何万もの施設を抱
えているため、物流およびプロセスのコストがかかるという課題も判明しました。

iBwave導入前にお客様が抱えていた主な課題は以下の4点です。

何万もの拠点の管理および調査情報の共有

世界中の何万もの施設のWi-Fiネットワークをいかにして効率的かつ費用対
効果の高い方法で設計、設置、そして管理するか。さらに、資料をより良く共有
し、トラブル対応の時間とコストを削減するために、それらすべての施設から
現場チームが直接アクセスできる方法はないか。

現場調査の合理化および集約化

1つの施設で複数の種類（モバイル通信/Wi-Fi）の現場調査を行う必要
がないように、現場調査の完了および中央レポジトリへの情報保管にか
かる時間をどのようにして削減するか。

ネットワーク設計の品質および最適化

コストを削減するためにどのように設計を最適化させるか、また導入後
のトラブル対応を減らすためにどのように設計の品質を向上させるか。

設計報告書および資料

Wi-Fiネットワーク関連の手作業による予算の割り出しの時間をどのよう
に削減できるか。



解決策
幸いにも当社は他にも全く同じ問題を抱える多くの企業に力を貸したことがあり、と
りわけ複数拠点の管理にも多く携わってきました。市場の競合他社と比べても、ソ
フトウェアソリューションの側面で当社は際立っています。

当社が行った方法
iBwave Design Suiteは、当社の堅牢な調査用モバイルアプリ、設計最適化のため
の強力なネットワーク設計ソフトウェア、そして強化されたSaaSベースのクラウドソ
リューションであるiBwave Unityを強力に組合わせたものであり、Unityは双方を
繋ぎ、1か所で全ての現場のファイルおよび資料を監視、管理し、アクセスできるよ
うにする最も簡単な方法を提供します。

それらがどのように連携するか大まかな概要を簡単にお伝えするため、Wi-Fiネット
ワーク設計プロジェクトの全体を通して、調査から設計、設置そしてメンテナンスま
で、それらがいかにして相互に作用するか、以下の図で示しています。

Wi-Fiおよびモバイル通信
の測定値を収集し、
現場の資料を取得する

ネットワーク設計を最適化し、
ネットワークの正確な
3D予測シミュレーション

を行う

 

ネットワークの設計、
導入そして費用報告を

簡単に行う

トラブル対応や将来的な
アップグレードに備えて、
調査および現場資料を

クラウド上に保存し共有する

iBwave Unity iBwave DesigniBwave Mobile

調査 設計 設置 維持



課題解決
お客様が上述の主要課題を解決する際に、iBwaveのソフトウェアスイートがどのよ
うに役立ったかを以下でご説明します。

複数拠点の管理

課題の概要

多くの大企業にとって、複数の拠点を管理することは大変困難であり、こちらのお
客様も例外ではありませんでした。アメリカ全土に何万もの施設があり、世界中の施
設に配置されている「会社のテクニカルサポートグループ」の技術者によるネットワ
ークのメンテナンスおよびトラブル対応を簡略させるために、設計資料をどのように
して1か所で管理するかが最も大きな課題でした。

以前Air Magnetを使用した際、調査および設計の資料や報告書は、一元化されて
おらず、トラブル対応やネットワークの性能検証時に別の施設の技術者はそれらに
アクセスできませんでした。

トラブル対応を要する問題が発生した際に、当該の施設にNetscoutデバイスを送
らなければならず、しばしば時間とコストがかかり、こちらも問題でした。

これらの問題点を解決するために、iBwave Mobile PlannerとiBwave Unityの強
力な組み合わせが導入されました。

課題をどのように解決したか

iBwave Unityは現場やプロジェクトを管理できる当社の先進的なクラウドベースの
ソフトウェアです。これにより、こちらのお客様は一元化および同期化された1つの
レポジトリで全ての資料（設計、調査データ、現場資料）を保管できるようになりま
した。つまり、現場の技術者は以前の設計や調査データに簡単にアクセスできるよ
うになり、基準値を知ってそれに対して検査できるようになりました。



当社のモバイルアプリ、iBwave Mobile Plannerにより、毎回技術者に検査ツールを送らなくてはならな
いという問題点は解決しました。ドングルライセンスを気にせずに、個々の拠点でそれぞれのモバイルア
プリ（全てのAndroid携帯端末で使用可能）の使用を続けられるようになり、問題が発生した際の個々
の施設の調査及び検査に使用できるようになりました。

事業への影響

全ての拠点におけるあらゆるトラブル対応の取り組みは異なるため、正確な数値は申し上げられません
が、こちらのソリューションにより、現場/トラブル対応の取り組みに関して、平均しておよそ50時間短縮で
きたとお客様は考えています。

方法
分かりやすく説明すると、概算は以下に由来します。
 トラブル対応を始めるにあたり、基本設計と調査資料が手元にある
 検査ツールを送る必要がなく、ユーザーに研修を受けさせる必要もない
 トラブル対応後の調査のデータや情報を簡単に共有できる

次に、Wi-Fi現場調査をしながら、LTEネットワークについても考察できるようになるまでの課題について
見ていきましょう。

iBwave 
Unity

	 	 現場調査 
		ネットワーク検査
		トラブル対応
	 	 設計/再設計
	 	 資料共有

50 時間
短縮



集約型の現場調査（モバイル通信+Wi-Fi）

課題の概要
大企業のお客様がネットワーク管理をする際に、集約という言葉を頻繁に耳にしま
す。とりわけこちらのお客様に関しては、現場調査を実施するにあたり、それは重要
な要件でした。

なぜそこまで重要なのか

そのほとんどの施設の規模が異なる一方で、最も大きく最も稼働している施設（保
管および出荷倉庫）は200万平方フィート以上にも及び、多くのアプリを使用する際
にモバイル通信ネットワークに頼っています。

この理由から、こちらのお客様は、施設内外におけるWi-Fiの範囲だけでなく、モバ
イル通信の範囲と自社のWi-Fiネットワークへの影響についても認識することが重
要でした。

iBwaveに先立ち、モバイル通信ネットワークのデータ収集は複雑かつ高コストなプ
ロセスであり、主に３つの課題がありました。

適切なツールも研修もなかったため、お客様はモバイル通信データ収集を
第三者企業へアウトソースしなければならず、コストが高いうえに非常に長
い時間を要し、完了に何週間もかかりました。

Wi-Fiとモバイル通信のデータを同時に収集することができなかったため、1
つの施設で複数回データ収集を行わなければならず、どちらの作業もでき
るツールが1つある場合に比べて2倍の現場調査時間を要しました。

資料を保管するための中央レポジトリがなかったため、データが適切に共
有できず、お客様はしばしば同じ調査を繰り返し行う必要がありました。

課題をどのように解決したか

これら3つの問題点は、当社のクラウドベースの現場管理ソフトウェアiBwave 
Unityと、調査の実施に際して当社のモバイルアプリ、iBwave Mobile Plannerを
使用することで解決しました。Wi-Fiの完全なアクティブサーベイとパッシブサーベ
イと並行して、全ての主要モバイル通信調査ツールを使用することで、モバイル通信
データ収集が可能になり、Wi-Fiとモバイル通信の現場データの同時収集が簡単に
行えるようになりました 。
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さらに、クラウドソリューションiBwave Unityの導入により、収集された全ての調査データは中央レポジトリに保
管できるようになり、データを紛失して再収集が必要になるというリスクがなくなりました。

一連の両データを1つのツールで収集できるようになったことで、モバイル通信調査を実施するために第三者機関
のツールを使用していた際の無駄な時間やコストもなくなりました。

事業への影響
正確な数値で表すことはできませんが、一部の作業をアウトソースする必要がなくなり、完全な設計に必要なデ
ータは全て文書化できているので、時間とコストを大幅に節約できました。以前、全てのデータを収集するのに
何週間もかかった調査は、今では数日で完了します。

「第三者機関の力を借りずに1つのツールを使って自社でモバイル通信とWi-Fiのデータをどちらも収集
できることは、当社にとって時間、コストそして資料の観点から、極めて有益なことです。」

 – 無線LAN設計およびサポート シニアエンジニア

最後に、iBwaveソフトウェアを使って解決できた、設計最適化および品質に関する課題を見ていきましょう。

設計の品質向上および最適化

課題
どの種類のワイヤレスネットワーク設計に関しても、初めからよく設計されていないと、以下の2つのことを引き起
こします。1）トラブル対応や、後からの再設計にコストがかかる　2）設計が最適化されておらず必要以上に高額
になる

iBwaveソフトウェアが設計最適化とネットワーク性能予測の正確性に重点を置いているのは、主にこれら2つの
問題を解決するためです。当社のお客様が最大限に費用対効果の高い方法でエンドユーザーに最高品質の設計
を提供できるように、最高のワイヤレスネットワーク設計のソフトウェアをご使用いただいていることを当社は誇
りに思っています。

こちらのお客様に関しては、AirMagnetによる設計の品質や、導入後にトラブル対応にかける人材や機材が、高
額な問題を引き起こしていました。ネットワークが過剰に設計されていたのです。

解決策

これらの課題は最終的にどちらもiBwave Designの強力な機能と予測能力で解決しました。３Dモデリング、傾
斜面モデリング、階層間の伝播、そして予測較正などの機能により、設計の品質と正確性は大幅に向上します。

結果
正確な予測結果によって、高品質で最適化された設計が可能になり、最終的に導入後のトラブル対応も少なくな
ります。



報告書の簡素化および資料

課題
ほぼすべてのワイヤレスネットワーク設計プロジェクトに報告書と資料はつきもので、こちらの大企業のお客様に
関しても同様です。

中でも、費用報告書は重要です。iBwave導入前まで、この種の報告書は手作業で作成されていましたが、その作
業は面倒で時間がかかるうえに、1つ作成するのに約1時間かかっており、自動作成の手段がなかったためにしば
しば人的ミスのリスクを抱えていました。

 
解決策	
iBwaveが導入されたことで、以前は手作業で報告書を作成するのに費やしていた時間は短縮され、費用報告書
はワンクリックで、ものの数秒の間に作成できるようになりました。

加えて今では、iBwave Unityを使えば費用報告書を個別のプロジェクトごとでも複数の異なるプロジェクトをま
とめてでも作成できるようになりました。例えば、特定の種類の施設（倉庫、デポなど）または特定の地域のコス
トを追跡したい場合、報告書またはダッシュボードのいずれかで簡単に行うことができます。

以下は費用報告書の例です。

結論
iBwave Unity＋iBwave Mobile PlannerとiBwave Designの強力なソリューションを使うことで、今回の大企
業のお客様は世界中の何万もの拠点を1か所から管理することができるようになりました。これにより、Wi-Fiネッ
トワークの品質が以前よりも高くなり、そのトラブル対応にかかる時間と経費を削減することができました。
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